
●募集　あすてらすの事業に参加してみよう　�
●私たち「あすてらす」に期待しています�
●特集　『男女共同参画社会基本法』�
●あすてらすの使い方　とらの巻�
�



女だから　男だから　そんなことにとらわれず�

これからは　自由に　人として生きたい�

男女が　責任も　喜びも分け合って　生き生きと自分らしく暮らせる社会�

それが男女共同参画社会です�

　島根県立女性総合センターあすてらすは、男女共同参画社会の実現を
めざす拠点として、情報の収集・発信、調査研究、学習・研修事業や女性の
抱える悩みの相談を行うほか、女性グループなどの交流の場の提供やネ
ットワークづくりなどの事業を展開します。様々な角度から皆さんの活動
を支援します。�
　啓発誌『しまねの女と男』は、身近な女性問題についての解説や国・県
の動きなど、男女共同参画社会づくりに関する情報を県民の皆さんに発
信します。�

●と　き／９月２３日（祝）�

●ところ／あすてらすホール�

●定　員／２９０名　　�

●入場料／無料�

（申し込み不要）�

●託　児／９月１９日までに電�

　　　　　話でお申し込みく�

　　　　　ださい。�

　　　　　（講演会のみ）�

�

�

映画『わたしがＳｕｋｉ！』�
（槙坪夛鶴子監督）１０：３０～１２：００�
援助交際の問題を通して、自分の性を正しく見つめ、

生命の尊さ、大切さを感じ取り、「自分らしさ」を取り

戻し、夢と希望がもてる大人になってもらいたいと

いう願いを込めて、実話に基づき制作された作品です。�

�

講演会「男女共同参画社会
の形成に向けて」１４：００～１５：３０�
講師／辛　淑玉�
男女共同参画社会の形成のために、地域、職場、

家庭で男女が何をすべきか、また、あすてらす客員

講師として、「あすてらす」に望むこと等について、

語っていただきます。�

辛　淑玉●しん・すご�
＜プロフィール＞�
あすてらす客員講師、人材育成
技術研究所所長、㈱香科舎代表。�
女性・人権問題の研修等で定評。
ＴＶのコメンテーターとしても活躍。�

�

●対　　象／市町村、団体あるいはグループ、�

　　　　　　企業など�

●実施時期／１０月～３月�

●募集期間／８月～９月末�

�

●対　　象／一般男女※全５回受講可能な方�

●募集人数／３０名�

●受 講 料 ／無　料�

�
女性問題の解決や男女共同参画社会づくりに向けた講演・

トーク・シンポジウムなどをあすてらすと一緒にあなたの町

で開催しませんか。�

講座の企画書を提出していただいて、内容・予算等を審査

のうえ、１０月に決定します。県内５カ所程度で開催予定。�

女性問題啓発講座�

女性問題を構造的に理解し、男女の新しいパートナーシップについて考える、５回

連続講座です。�

９月２３日（木）１４：００～１５：３０�
「男女共同参画社会の形成に向けて」�
辛　淑玉（あすてらす客員講師）�
�
１０月２日（土）１４：００～１６：３０�
「性別秩序を超えて」�
内藤　和美（群馬パース看護短期大学教授）�
�

１０月３０日（土）１４：００～１６：３０�
「わたし・仕事・みらい　～仕事で輝く２１世紀を～」�
金谷　千慧子（女性と仕事研究所代表）�
�

１１月２７日（土）１４：００～１６：３０�
「結婚、子ども、仕事　～わたしの人生をデザイン～」�
赤石　千衣子（婦人民主クラブ「ふぇみん」編集部記者）�
�

１２月４日（土）１４：００～１６：３０�
「家庭が変わる、地域が変わる」�
源　淳子（関西大学人権問題研究室嘱託研究員）�

事業のお問い合わせ�
お申し込みは 

島根県立女性総合センター�
〒694-0064　大田市大田町大田イ２３６－４�
ＴＥＬ：０８５４８－４－５５００㈹　ＦＡＸ：０８５４８－４－５５８９　�

マークのついている事業に関しては託児を行います。�

女と男の�
�

●申し込み方法�
�

●し め き り�

第１回�

第１回�第２回�

第１回�第３回�

第１回�第４回�

第１回�第５回�

ひ　と� ひ　と�

お申し込みは�
「変わろうセミナー」の�

各事業への参加方法につきましては、今後、新聞、チラシ（市町村役場等に
配付）などでお知らせしていきます。�往復はがきに  ①氏名（年齢・性別） ②住所  ③電話番号  ④託児希望�

（お子さまの名前、年齢、性別）と返信先宛名をご記入のうえ申し込んで下さい。�

９月１０日（金）当日消印有効�
※定員を超えた場合は、抽選により受講者を決定します。�

しまね女性提言事業「しまね女性塾」�
今年度は「しまねのみちづくり」について、研
修やフィールドワーク等を通して見識を深め、
女性の声を政策に反映できるよう提言報告
書の作成をします。�
受講者：県内の意欲ある女性を募集し、選考
の結果、２４名の受講者でスタートしています。�
●実施期間／６月～２月�
�
女性のための起業支援塾�
起業を通じて女性が新しいビジネスチャンスをつかみ、経済的にエンパワーするために、
実践的支援セミナー、セミナー修了者への個別相談・指導、修了生のネットワーク化
支援等をします。�
●対象／県内の起業を希望している女性�
●実施時期／11月～3月（セミナーは全8回）　●募集人数／30名�
�
インターネット講座�
初心者向けのインターネット講座を開催します。�
●実施時期／１０、１２、２月（月１回を予定）　●募集人数／１０名�
�
ミニコミ誌作成講座　�
ミニコミ誌作成のノウハウについての演習も含めた講座です。�
対象：ミニコミ誌を作成しようという方、ミニコミ誌に関心を持っている方�
●実施時期／２月　●募集人員／１５名程度�
�
男性のための生活創造講座　�
講演や料理、介護等の実践講習を通じて「男らしさ」にとらわれない、人間的に自立
した豊かな生き方を考える講座です。楽しみながら参加して下さい。�
●対象／男性またはカップル　●募集人数／２４名�
●実施時期／１月下旬～２月中旬予定（全４回）�
�
これから働くあなたのための就職・適職応援セミナー�
女性をめぐる労働の現状と課題、就職活動のサクセスポイントなど実践的情報を提
供する講座です。�
●対象／これから就職活動予定の女性　●実施時期／２月（予定）�
�
あすてらすまつり�
あすてらすの開館１周年を記念して、講演会・パネルディスカッション・ワークショップ
などのイベントを開催します。�
●実施時期／３月２０日（祝）�
�
あすてらすネットワーク事業�
男女共同参画社会の実現を目指す個人、団体、グループのネットワークづくりを支援
するため、定期的にニュースレターを発行します。�
�
啓発用小冊子の発行�
ジェンダーに関わる問題の重要性と男女共同参画社会形成の必要性をより広く理
解してもらえるよう、わかりやすい解説書を発行します。�
�
マスコミを活用した広報�
新聞・テレビ・ラジオを使って、男女共同参画社会の実現に向けた啓発と事業紹介
の広報をします。�
�
啓発誌の発行�
『しまねの女（ひと）と男（ひと）』を発行します。（年３回）�
身近な女性問題や法・制度の解説など様々な特集を組んでいきます。�
�
市町村女性行政担当者研修�
市町村の女性行政担当者を対象に研修を行います。�
●実施時期／１１月�
�
しまね女性の翼�
県内の女性を海外に派遣し、諸外国の実情や女性を取り巻く環境を学習します。今
年の派遣団は公募選考の結果8月に決定しました。あすてらすでの研修を踏まえ、
10月5日から15日までフランス・デンマークを視察します。�
�
男女共同参画に関する調査�
今後の施策や事業計画に反映するため、県内の男女共同参画に関する意識や現
状を調査します。�

坂山助教授（島大法文学部）に指導を受ける�
受講生たち�
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《中継》�
辛淑玉さん講演の模様は、隠岐支

庁、松江合庁、益田合庁にテレビ

会議システムで中継します。こちら

の会場にもぜひお越しください。�

●開　場／１３：３０～�

《隠岐支庁舎》大会議室�
《松江合同庁舎》６０１会議室�
《益田合同庁舎》大会議室�

ひと� ひと�



石橋静子さん�
（タウン誌編集長、あすてらす県内講師）�
�

女
性
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を
応
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す
る
拠
点
と
し
て�

地域の中で、女性たちがどれだけ自身
をより良く燃焼させて生きられるか…が、
個人にとっては勿論ですが、地域にとっ
ても最も大切なポイントだと思います。
東西に長い島根県において、あすてら
すが特定の地域にかたよることなく、女
性たちを応援する拠点として機能する
ことを期待します。そのためには、地域
の実情を把握し、より細かな情報の収
集と提供を行き届かせることが必要で
しょう。高齢化にともなう課題と若者定
住の課題がリンクしているように、女性
をとりまく諸問題は現代社会の様々な
問題に深く関係しており、今後、女性セ
ンターの果たす役割は大きなものがあ
るように思われます。�

本多千景さん�
（東出雲町職員）�

頑
張
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や
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有
で
き
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頻繁に足を運びグループワークや交流をする拠点としては、
ちょっと遠い気もしますが、いまは情報化の時代です。インタ
ーネットや啓発誌を通して、県内の女性の頑張る姿や悩み
を共有できるネットワークづくり、そして情報提供をしていた
だけたらいいなと思います。女性政策を担当する一人として、
行政の力は限られたものだと痛感しています。変化に気付
いた一人一人の個の力を集め、大きな拠点となっていただく
ことを期待します。�

財部二千六さん�
（国立三瓶青年の家所長）�
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私たちは豊かさの中で益々利便性・快
適性を求めつづけ、現実の生活スタイ
ルの変化は大きく、一頃と比べると想
像もしなかったほど「楽な」毎日となった。�
しかし、住んでいる私たちの周辺では、
環境、福祉、教育など次から次へと新し
い様々な問題・課題が起り、人間関係
までギスギスした住みにくく、安心した
生活が損なわれそうな、先行き不安な
感じを持つことさえ生じている。�
豊かな地域社会の中で、人間を否定し
ないでうまく生活できる手法を発信し、
そして常に私たちの手のうちにある「あ
すてらす」であることを期待します。�
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＜真由美さん＞�
ネットワーク連絡会議の機会に親子３
人で和室に泊まりました。室内は広くて
きれいで、料金も安く大変満足でした。�
４Ｆの「こどもの部屋」は、小ぶりの保
育園なみの施設です。会議や講演の
時の託児室として利用できるようですが、
普段の遊び場としても利用できるそうです。
特に雨の日などはいいですよ。私達が
泊まった２日間に誰も利用してなかった
のが、すごくもったいない感じでした。２
Ｆに図書室やインターネットが出来るパ
ソコンもあるので、ここで交代で子守り
しながら情報収集や発信なんてことも
できそうです。�
今回は夫の仕事？について来て三瓶
山観光を楽しんだのですが、その逆も
可なりですね。�
�

  ＜洋人さん＞�
あすてらすと隠岐をテレビ会議システム
で結んだネットワーク連絡会議に参加
しました。�
テレビ会議の仕組みは、基本的には遠
くの部屋と部屋がカメラとマイクで繋が
っているだけなので、距離感は縮まらな
いよなぁと思っていました。�
ところが、いざ会議が始まると、話しの
流れに合わせスピーカーから聞こえてく
る笑い声と、大きなスクリーンに映った
遠くの会場の雰囲気は、こちらの会場
としっかりつながっていて予想外に楽し
いものでした。重要な役目を果たしてい
たのは、カメラマンの方とマイクを握る
進行の方だったと思います。�
あと、遠隔でビールが注げるシステムが
あれば夜の会議もＯＫかな。（笑）�
�

真由美さん�
（主　婦）�

洋　人さん�
（会社員）�

横  田�

曽田早苗さん�
ハイヌーンしまね会長、�
（財）しまね女性センター評議員�

島
根
の
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
素
敵
な
青
写
真
に�

私には、この女性センターへの特別な感
慨がある。今から22年前、国際婦人年記
念の県主催婦人会議で副議長を務めた。
そして、センター設立が具体化した４年前
には、基本構想検討委員として設立へ
の期待に大いに夢を膨らませた。女性問
題に懸けた先人達の苦労の片鱗を知っ
ているだけに、「あすてらす」の完成と女
性問題が国策として取り上げられたこと
には大きな安堵感すら感じている。�
早速取り組まれる「あすてらす」の事始
めのテーマは「しまねのみちづくり」・・・
歩んできた道。歩んで行く道。そして、今
から作らねばならない道・・・と無限な広が
りの中で、塾生の皆さんの研究の成果
が楽しみである。�
館長はじめ職員の皆さんには、是非、島
根の男女共同参画社会形成の素敵な
青写真を描かれ、その実現のため頑張っ
ていただきたい。私たちの夢は限りなく膨
らんでいく。�

佐藤夏雄さん�
（島根県商工会連合会石見支所長）�

男性中心の社会が制度疲労を起こし崩壊しつつある現在、人が希望を持って生きていける新しい社
会システムを、地域社会や生活の現場から構築できるのは、女性のたおやかな感性とパワーであると
思います。商工会連合会は、過去３年間、女性を対象にし、ビジネス起こしをサポートする「チャレンジ塾」
を開催し、１００名の方に受講していただきました。参加された方は年齢も職業も個性も様々ですが、そ
れぞれに夢や思いを持ち、それを実現させようと一生懸命でした。�
今までの社会は、こういう人々に挑戦する機会やチャンスをあまり提供してこなかった様に思えます。「あ
すてらす」および情報誌が、挑戦する女性（男性）にエールを送る仕事をしていただけたら、世の中捨
てたもんじゃないと希望の輪が広がるのではと期待しています。�

石原奈津子さん�
（あすてらす基本構想検討委員）�

新
し
い
自
分
、
仲
間
と
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出
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い
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最近、あらゆる講演会や講習会に参加して、気
づいたことがある。それは、自分を含め、数名は
いつも決まった人たちが参加していることだ。好
奇心旺盛なことは素晴らしいことだし、学習意欲
があることもいいことだけど、やはりできるだけ多
くの人が、あらゆる形で参加していくべきでない
かと、最近、つくづく感じている。たくさんの人た
ちがどんどん新しい出会いを求めて参加するこ
とが大事だし、そのためにも私のような定番な顔
ぶれの人たちは、良い情報や人材があればどん
どん「あすてらす」を拠点に紹介していく役目を
担うべきであろう。�
新しい自分、仲間との出会いの場がここ「あす
てらす」であってほしい。�

渡辺哲也さん�
（会社員）�
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４月のオープン以来何度か「あすてらす」
を利用した。情報ライブラリー、パソコン
研修室、ホール、様々な設備、機材が
あり、そしてすばらしい人材がいる使い
でのある施設だ。「あすてらす」は「しま
ねフロンティアネットワーク」の中部拠
点ともなっている。この施設を活用し島
根全体をつないで行けば元気な島根
県が実現するのではないだろうか。あす
てらすの玄関に立つと「島根県立女性
総合センター」と書かれた文字の下に
いくつかの、名称が見る。一見すると一
つの「あすてらす」だが実は複数の施
設が入居している。沢山の機能が一カ
所にあるメリットを活かし、まとまって機
能する事によりすばらしい成果を得るこ
とが出来るのではないか。�

早瀬真知子さん�
（臨床心理士）�

元
気
に
な
れ
る
場
所
と
し
て
機
能
を
心
か
ら
願
う�

「あすてらす」が誕生した。これからど
んなドラマが始まるのだろうとわくわく
している。男女平等の教育や学習、女
の自立、性別役割分担とパートナーシ
ップ、家庭・地域における男女の平等
と共同参加の促進、心身の健康など
など様 な々テーマについて、「創造拠点」
となりうる可能性を持った「施設」だ。
あすてらすがりっぱな最新設備を誇る
建物というだけでなく血の通った、使
った人が元気になれる場所として機
能することを心から願っている。男女
共同参画はもちろんだが官民共同参
画のような協力関係が育つことは重
要なことではないだろうか。目前の21
世紀に向けて必要な事を見極める目
と大胆な実行力を備えた有機体とし
ての「あすてらす」の発展を願ってや
まない。�
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「男女共同参画社会基本法」とは�

①男女の人権尊重�

男女共同参画社会の形成に寄与
するように努める責務�

基 本 理 念�

責 務�

男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成�

国の施策に準じた施策及び区域の特性
に応じた施策の策定・実施の責務�

　性による差別の禁止はすでに憲法に明記されています。憲法制定から半世紀、民主的な精神

は私たちの中に根付いているはずです。なのに、今なぜ「男女共同参画社会基本法」なのでしょう。�

　その答えはこうです。憲法は絵に描いた餅でした。憲法の精神を具現化する施策がないまま半

世紀、差別は日々の暮らしに空気のように温存され続けました。女性に対するケガレ意識から、『桃

太郎』の中のジイババのような固定的役割分業観（第４条）まで、私たちの心から消えることがあり

ませんでした。�

  差別が刻印されたことばも、それを使う人 を々、気づかないうちに封建的な女らしさ・男らしさのワ

クにはめています。「主人、父兄会、男をたてる、嫁にやる、夫唱婦随、女子供、家内、石女（うまずめ）、

男は度胸・女は愛敬」などの表現は、依然として男女が主従関係の差別的慣習にしばられている

ことを表わします。�

  女性を負の存在とみなした企業も同罪でした。子育て・家事は女の仕事という「常識」を前提と

して雇用慣行を維持してきた企業は、産休や生理休暇は取るが残業しない女性に、補助的労働

の役割をあてがい、結婚・出産退職を当然のように求め、M字型雇用を正当化してきました。�

  戦後女とくつ下は強くなったと男たちは言います。統計によれば、だからといって女になりたいと

望む男はほとんどいません。やはり依然として男が得だとホンネでは感じているからにちがいありま

せん。�

  「基本法」は、過去に反省をこめ、国を挙げて、おそまきながら憲法の精神を具現化するものです（第

１条）。それは、日本政府をはじめとする各行政機関、自治体、企業、さらに個人に、それぞれの持ち

場における具体的な努力・達成義務を求めています。�

  「共同参画」とは、女・男があらゆる分野の活動・事業について、企画の段階から、実行・後片付

けに至るまで、そのすべての過程に、対等の立場で自己決定権をもって参加することです（第２条、

第５条）。これまで女性たちは、男を立て、裏方として汗を流しました。今は女が自らを立てる時代です。

女性も表舞台に立ってリーダーシップを発揮する責任があります。�

  逆に、男性も縁の下で力を発揮する「権利」があります。基本法は、自治体・企業の責任だけで

なく、個人の責任も問うています（第６条、第10条）。特に、男性の家庭責任、地域責任が強く求

められます。金にならない「愛のただ働き」を引き受けてきた女性の苦労と健気さを男たちも共有

すべきです。�

  男性が、子育て・老人介護、地域活動をするための条件は、まず家族を「食わしてやっている」と

いう自負を捨て、自身の身辺処理能力を高め、女性の足をひっぱらないことです。自分の世話をで

きずにいて、家庭貢献も地域貢献も国際貢献もありません。「生活的自立」ができれば、つれあい

を先に失う別離の悲哀に世をはかなむ「男のもろさ」も減るでしょう。�

  これまでの男中心の社会を大転換するために、自治体や企業には、女性のスタッフ比率を増や

す「割り当て制」などの「積極的差別是正措置」の導入が必須です。女性・男性ではなく個性に

応じた職業選択ができ、能力が発揮できる社会（第３条）は、活気のある社会です。それは、女・男・

企業・国家だれにとっても本当のゆたかさを実感しうる社会となるでしょう。�

  宇宙船地球号の時代に、「男だから」「女のくせに」と文句をたれる男たちがいる国は滅びます。

晩婚化、少子化は進み、厚生省の試算ではあと100年で日本の人口は5000万を切り、10世紀後

には500人です。さてどうします？�

久屋　孝夫�
●くや・たかお�

（西南学院大学文学部教授）�

＜プロフィール＞�

1948年島根県生まれ。�

広島大学大学院文学研究科博士課

程修了後、西南学院大学講師を経て

91年現職に。家庭では、男女共生の

ための暮らしの知恵、『ハウスハズバ

ン道（どう）』を極める。「おんなのね

だん・おとこのねだん」「ケア&シェア

のライフスタイル」など女性問題など

をテーマにした講演や『社会と言語と

性差別』などの執筆活動でも活躍。�

専門は歴史社会言語学。あすてらす

客員講師。�

西南学院大学文学部教授　久屋　孝夫�

～「基本法」のめざすもの～�

M e s s a g e

平成11年6月15日、�
男女が対等な立場で社会や家庭での活動に参加することの�
基本的な理念を盛り込んだ男女共同参画社会基本法が成立し、�
23日に公布・施行されました。�

男女共同参画社会の形成についての基本理念を明らかにしてその方向を示し、
将来に向かって国、地方公共団体及び国民の男女共同参画社会の形成に関
する取り組みを総合的かつ計画的に推進するために制定された法律です。�

男女共同参画社会基本法の成立・施行は、真の男女共同参画社会の実現に向けた新たな歩みの
始まりです。今後は、家庭・学校・職場・地域・企業・行政など様々な分野において、男女共同参画
社会の形成に向け、一体となって取り組むことが重要となってきます。�

男女の個人としての尊厳が重んぜられること、男女が性別による差別的取り扱い
を受けないこと、男女が個人として能力を発揮する機会が確保されることその他
の男女の人権が尊重されること�

②社会における制度�
　又は慣行についての配慮�

社会における制度又は慣行が男女の社会における活動の選択に対して及ぼす
影響をできる限り中立なものとするように配慮すること�

③政策等の立案及び�
　決定への共同参画�
�

男女が社会の対等な構成員として、国若しくは地方公共団体における政策又は
民間の団体における方針の立案及び決定に共同して参画する機会が確保される
こと�

④家庭生活における�
　活動と他の活動の両立�

家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家族の介
護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果
たし、かつ、当該活動以外の活動を行うことができるようにすること�

⑤国際的協調� 男女共同参画社会の形成は、国際的協調の下に行われること�

地方公共団体� 国　民�
基本理念を踏まえた施策の総合的な策定・実施の
責務�

●都道府県の男女共同参画基本計画の策定の義務�

●市町村の男女共同参画基本計画の策定の努力義務�

●施策の作成等に当たっての配慮�

●国民の理解の促進�

●政府の男女共同参画基本計画の策定の義務�

●法制上又は財務上の措置　●年次報告書�

●施策の作成等に当たっての配慮　●国民の理解の促進�

●苦情の処理等　●調査研究　●国際的協調のための措置�

●地方公共団体及び民間の団体に対する支援�

国�
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I N F O R M A T I O N
あすてらすの使い方～とらの巻�

�

パフォーマンススペース�
１Ｆにあるこのスペースは、創作活動の展示・
発表の場として使えます。�
これまでに、「書のアート展」「全国の町並
み保存地区写真展」などに利用されています。�
また、仮設のステージを使っていろいろなパ
フォーマンスを企画してみてはいかがですか。�
１２面マルチビジョンの迫力ある映像も楽し
めるスペースです。�

�
ワークステーション�
団体・グループがミーティングや情報交換の
場として使えます。�
パソコン、印刷機、ポスタープリンターなどの
器材を使って、ミニコミ誌、資料作成もできます。
（事前に登録が必要です。）�
�
�
※いずれも予約が必要です。�

宿泊研修などあすてらすのご利用の仕方
も広がります。�

●料　金／お一人様　４，９００円（税込み）�
●客室数／ツイン１３室、和室１室、多目
的宿泊室１室（車椅子の方のご利用に
配慮しています）�
●チェックイン／１６：００～２３：００�
（１６：００～２０：００は４Ｆ受付で、それ以降
は１Ｆにてお願いします）�
●チェックアウト／１０：００�
●ご利用になれない日／日曜日・祝日・年
末年始（１２／２８～１／３）�
●ご予約方法／ご予約は１ヶ月前からお
受けします（あすてらすの施設利用の方
は６ヶ月前から承ります）�
●お食事／１Ｆのレストランピオニィをご
利用ください�
営業時間／７：３０～２０：３０�
　　　　　オーダーストップ２０：００�
定休日／月曜日・祝日�
※朝食をご希望の方は、ご予約時にお申し出下さい�

島根県立女性総合センター�

�

発　行／島根県（環境生活部県民課女性政策室）�
編　集／財団法人しまね女性センター�

創刊号／1999年9月発行�
�

〒６９４－００６４大田市大田町大田イ２３６－４（JR大田市駅西隣）�

ＴＥＬ：（０８５４８）４－５５００㈹ ＦＡＸ：（０８５４８）４－５５８９�

ホームページアドレス http://www.asuterasu.pref.shimane.jp/

至 江津� 至 出雲�国道９号�

JR大田市駅�
JR山陰本線�

●�
ファミリー�
デパート�
パル�

●�
●�

勤労青少年ホーム�
大田市民会館�

明るくてゆったりとした�
お部屋です。�
�

利 用 のご 案 内�

●開館時間／９：００～１９：００（貸し出し施設については２１：００まで）�
●休 館 日／毎週月曜日・国民の祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）�
�

誰 で も 気 軽 に 利 用 で き ま す !（�（� （�（�




